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『テ ィーチ ングスタ ッフによる国 際

経 営 用 語500選[改 訂 版]』 の出版

榊 原 貞 雄

神奈川 大学経営学部 に所属す る教員 ス タ ッフに よ り執筆 され、 国際経 営研 究所 が

編集 ・発行 して い る 『 テ ィー チ ングス タ ッフに よる国際経営用語500選 』 が発

行 され て早 くも2年 が経過 した。

幸 いな こ とに本書 は神 奈川大 学経営 学部 に入学 して くる新入 生 をは じめ、学 内外

の多 くの方々か ら高 い評価 を受 けてい る。 学生 が 自ら国際経営 につい て学習す る際

の手 引 と して 日常的 に活 用す るに と どま らず 、1年 次 のFYS(基 礎 演 習1)や 基礎演

習IIな どの科 目で、サ ブテ キス トとして利 用 してい るク ラス も少 な くない。

本書 は、複雑 で多様 な国際経 営の領域 を解 明す る上 で重 要な基礎 的 ・専 門的用語

を解説 した もので ある。 国際経 営 を基礎 づ けている諸概念 を平易 に説 明 し、国際経

営 に関す る体系的な学習 のための基礎 を提供 す る ことを 目的 としてい る。

類書 にない本 書の独 自性 は、国際経 営の初学者 が行 う自主的な学習 を支援す るた

め に、重 要な専 門的基礎 用語500を 厳 選 して解 説 した ところに認 め られ る。 国際経

営 は、複雑 で多様 な領 域 を形成 し、 しか も、常 に新 しい問題 が研 究対象 と して生起

す る特性 を有 してお り、そ こにお けるキー ワー ドを1冊 の解説 書 に収録す る編集 と

なってい る。 収録 用語 の多 くは、経営 学部国際経営学科 の1～2年 次で学習す る際

に必要 な基礎 的用語で ある。

本書 の主な特徴 として、次 の諸 点 をあげ るこ とが でき る。

1掲 載用語 の表 記 を明瞭 に し、その配列 を整 序す る と ともに、500用 語 の索 引

に加 えて多 くの重要語句 の索 引を付す な ど、学習上 の利便 をはか って いる こと

2欧 文 略語 お よび欧文表記 につ いては、巻 末 にアル フ ァベ ッ ト順 でイ ンデ ックス

を付 し、国際経 営 に関す るキー ワー ドの欧文知識 の修得 を支援 してい る こと

3多 様 な国際経 営 を初 めて学習す る者 が理解 できる よ うに、経 営学部 のテ ィー チ

ングス タ ッフ(専 任 教員)の 執筆 に よるわか り易 い用語解説 とな ってい る こと
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4各 用語 の末尾 に示 された関連用 語 を参照す ることによって、各 用語 の学 習 の範

囲を広げ、また、内容 の理解 を一層深 めることができるよ うに工夫 されていること

本書 は2年 ご とに内容 を改訂 し、掲載 用語 の見直 しを行 うことになってい るが、

この度 、『 テ ィーチ ングス タ ッフに よる国際経営用語500選[改 訂 版]』 が発行

され た(2007年3月31日 発行)。

今 回の改訂版 の発行 は、主 として次 の理 由に よる。

1掲 載 用語 の解説 につ いて よ り適切 で理解 し易 い内容 に改め るこ と

2掲 載 の500用 語 につい て見直 しを行 い一部用語 の改廃 を行 うこと

3専 任 教員 スタ ッフの充実 に伴 い用語解 説 の執筆 陣強化 を図 るこ と

この改訂版 の発行 によ り、本書 が これ まで以上に国際経営 を学ぶ学生諸君 の学習

の手 引 と して役 立っ こ とを確信 す る。 引 き続 き、経 営学部 にお ける基礎科 目お よび

専攻科 目の授業や演習 にお ける学習 はも とよ り、 レポー トの作成 お よびテ ス トの準

備 のた めに、 さらには、卒業論 文 の作成や就職試験 の対策 な どに も大い に活用 して

欲 しい と思 う。

最後 に、改訂版 の執筆 お よび編集 に協力頂 いた先 生方 並び に関係者 の皆様 に感謝

申 し上 げる とともに、今 回 も神奈川 大学 国際経営学会 よ り出版助成 金 の交付 を受 け

た こ とを明記 してお きたい と思 う。
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